（様式４）　　
　　　　　　　　　　　　　　　表層目視評価法の評価基準
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（注）各評価点の中間に位置するものもあるため、実際の評価にあたっては0.5点単位で
7段階（4点、3.5点、3点、2.5点、2点、1.5点、1点）で評価する。
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一般的に｢良｣とされる範囲不適合

４点３点２点１点
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で

補

修

を

要

す

る

も

の

・ビーコン近傍にも沈みひび割れがな

い

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/5

以上に沈みひび割れが発生

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/2

以上に沈みひび割れが発生

・2点の状態よりも劣る

・ビーコン直径の3倍以上の長さの沈み

ひび割れが発生

・ビーコン直径の5倍以上の長さの沈み

ひび割れが発生



・2点の状態よりも劣る

②表面気泡



①沈みひび割れ



・5mm以下の気泡がほとんどない

(目安：概ね50個以下/m

2

）

・5mm以下の気泡が認められる

　(目安：概ね50個以上/m

2

）

・10mm以下の気泡が認められる

　　(目安：概ね50個以上/m

2

）

③打重ね線

・近接では打重ね線が認められるもの

の、約10m離れた遠方からは認められ

ない

・約10m離れた遠方から、打重ね線が

認められる

・約10m離れた遠方から、打重ね線が

はっきりと認められる

・2点の状態よりも劣る

⑤砂すじ

・調査対象範囲に砂すじがほとんど認

められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上に砂

すじが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上に砂す

じが認められる

・2点の状態よりも劣る

④型枠継ぎ目

のノロ漏れ

・調査対象範囲にノロ漏れがほとんど

認められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上にノロ

漏れが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上にノロ

漏れが認められる

・2点の状態よりも劣る

評価項目評価基準
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一般的に｢良｣とされる範囲


不適合


４点


３点


２点


１点
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る
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で


補


修


を


要
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る


も


の


・ビーコン近傍にも沈みひび割れがな


い


・目視調査範囲のビーコンの概ね1/5�


以上に沈みひび割れが発生


・目視調査範囲のビーコンの概ね1/2�


以上に沈みひび割れが発生


・2点の状態よりも劣る�


・ビーコン直径の3倍以上の長さの沈み�


ひび割れが発生


・ビーコン直径の5倍以上の長さの沈み�


ひび割れが発生








・2点の状態よりも劣る�


�A表面気泡




















�@沈みひび割れ




















・5mm以下の気泡がほとんどない�


(目安：概ね50個以下/m�


2


）


・5mm以下の気泡が認められる�


　(目安：概ね50個以上/m�


2


）


・10mm以下の気泡が認められる


　　(目安：概ね50個以上/m�


2


）


�B打重ね線


・近接では打重ね線が認められるもの


の、約10m離れた遠方からは認められ�


ない


・約10m離れた遠方から、打重ね線が�


認められる


・約10m離れた遠方から、打重ね線が�


はっきりと認められる


・2点の状態よりも劣る�


�D砂すじ


・調査対象範囲に砂すじがほとんど認


められない


・調査対象範囲の概ね1/10以上に砂


すじが認められる


・調査対象範囲の概ね1/3以上に砂す�


じが認められる


・2点の状態よりも劣る�


�C型枠継ぎ目


のノロ漏れ


・調査対象範囲にノロ漏れがほとんど


認められない


・調査対象範囲の概ね1/10以上にノロ


漏れが認められる


・調査対象範囲の概ね1/3以上にノロ�


漏れが認められる


・2点の状態よりも劣る�


評価項目


評価基準
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（様式４）   

               表層目視評価法の評価基準 

 

 

 

（注）各評価点の中間に位置するものもあるため、実際の評価にあたっては0.5点単位で 

7段階（4点、3.5点、3点、2.5点、2点、1.5点、1点）で評価する。 
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一般的に｢良｣とされる範囲不適合

４点３点２点１点
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不
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と
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定

さ

れ

る

状

況

で

補

修

を

要

す

る

も

の

・ビーコン近傍にも沈みひび割れがな

い

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/5

以上に沈みひび割れが発生

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/2

以上に沈みひび割れが発生

・2点の状態よりも劣る

・ビーコン直径の3倍以上の長さの沈み

ひび割れが発生

・ビーコン直径の5倍以上の長さの沈み

ひび割れが発生



・2点の状態よりも劣る

②表面気泡



①沈みひび割れ



・5mm以下の気泡がほとんどない

(目安：概ね50個以下/m

2

）

・5mm以下の気泡が認められる

　(目安：概ね50個以上/m

2

）

・10mm以下の気泡が認められる

　　(目安：概ね50個以上/m

2

）

③打重ね線

・近接では打重ね線が認められるもの

の、約10m離れた遠方からは認められ

ない

・約10m離れた遠方から、打重ね線が

認められる

・約10m離れた遠方から、打重ね線が

はっきりと認められる

・2点の状態よりも劣る

⑤砂すじ

・調査対象範囲に砂すじがほとんど認

められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上に砂

すじが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上に砂す

じが認められる

・2点の状態よりも劣る

④型枠継ぎ目

のノロ漏れ

・調査対象範囲にノロ漏れがほとんど

認められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上にノロ

漏れが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上にノロ

漏れが認められる

・2点の状態よりも劣る

評価項目

評価基準

